
 
 

13 

 

令和 5年度厚生労働科学研究費補助金（女性の健康の包括的支援政策研究事業） 

分担研究報告書 

 

性差にもとづく更年期障害の解明と両立支援開発の研究 

 

研究分担者 井手久満 順天堂大学・大学院医学研究科泌尿器科学・デジタルセラピューティクス特任教授 

  

（研究要旨） 

性差医療の観点からみて、性ホルモンは健康長寿の重要なキープレイヤーといえる。男

性にとってテストステロンの維持は、肥満、糖尿病、メタボリック症候群や男性更年期障

害などの様々な疾患の予防になりうることが示唆されている。しかし、男性の更年期症状

に関して、医療機関の受診や治療を含めた本邦での実態調査はこれまで行われていない。

今回の研究では、男性更年期症状を有する患者に対して、Web を利用したペーシェントジャ

ーニー調査が可能となるシステムを開発した。 

 

Ａ.研究目的 

近年、男性ホルモンがストレスなどによ

り減少し、女性の更年期症状に似た症状を

呈する加齢男性性腺機能低下症候群：late-

onset hypogonadism（LOH）いわゆる男性更

年期障害が注目されている。男性更年期障

害の症状はうつややる気のなさなど精神症

状やホットフラッシュ、疲労感などの身体

症状など様々で就労にも影響することが危

惧されている。海外のコホート研究におい

ては 60 歳以上の男性の 20 ％が男性ホルモ

ンであるテストステロンの低下を来してい

ると報告されているが、本邦において男性

更年期障害に対する疫学調査はなされてい

ない。本研究を通して、更年期症状と就労と

の関係を明らかにし、性差に着目した普及

啓発や支援・介入を検討する際の臨床デー

タの収集を目的とした。 

 

Ｂ.研究方法 

健康経営を目指す企業にとってプレゼンテ

ィズム、いわゆる出社しているにも関わら

ず、心身の健康上の問題があり、業務上のパ

フォーマンスが上がらない状態が問題視さ

れている。男性更年期症状を有する外来患

者を対象に、更年期症状と就労、プレゼンテ

ィーズムへの影響、ならびに治療による更

年期症状および就労、プレゼンティーズム

の改善効果について検討を行うためのWeb

調査システムの開発を行った。 

 

Ｃ.研究結果 

本システムでは、スマートフォンやパッド

などから簡単に登録などができ、専用クラ

ウドサーバーでリアルタイムに情報を集積

できる。ウェブ端末を使用し、自己回答式問

診を施行、クリニックサイドからは治療方

法を入力できるようにした。ウェブシステ

ムのセキュリティ対策として専用サーバー

で管理、通信にSSLサーバー証明書を利用し

た。また、プログラムでの対応としてフレー

ムワークにlaravelを使用し、XSS、CSRF、S

QLインジェクションを対策を行い、URLには

極力パラメータを付与しないように情報を

セッションで管理、また付与したパラメー

タは暗号化した。男性の更年期症状に関し

て、国内外のエビデンスを収集・整理すると

ともに、日本における症状の分布や関連要
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因、症状の日常生活に与える影響等を調査

した結果をもとに職業関連の質問に加え、A

MS(Aging Male Symptom)スコア、国際前立

腺症状スコア(IPSS:International prosta

te symptom score)、職業ストレス簡易調査、

労働機能障害評価尺度（WFun:Work Functio

ning Impairment Scale）、健康関連QOL調

査SF8、複合併存疾患インパクト尺度(QDIS

 :Quality of life Disease Impact Scal

e)を選定した。また、本研究参加者には、研

究⽬的、⽅法、参加は⾃由意志で拒否による

不利益はないこと、及び、個⼈情報の保護に

ついて、Web上にて説明を行った上で同意を

得る。本研究は順天堂大学医学研究科倫理

委員会での承認を得て行われる（実施許可

番号：E23-0384-H01）。 

 

Ｄ.考察 

 順天堂大学医学研究科泌尿器科の臨床調

査では、男性更年期症状で受診した患者の

約 7 割でテストステロン値の低下を認め、

男性更年期症状とテストステロン値に何ら

かの関連がある可能性が示唆された。また、

AMSと Wfun に有意な相関がみられ、男性更

年期患者がプレゼンティズムと強く関連し

ている可能性が考えられた。プレゼンティ

ズムの背景にテストステロンの低下からく

る男性更年期障害が隠れている可能性が否

定できない。 

Ｅ.結論 

 Web システムを利用したペーシェントジ

ャーニー調査を全国的な医療機関で行うこ

とは、男性更年期障害とプレゼンティズム

の関連を行うことは社会的な意義が高いと

考えられた。労働機能障害と男性更年期障

害の関係について得られた解析結果は、今

後の両立支援に役立てる。 

 

Ｆ.研究発表 

1. 論文発表  

なし。 

2. 学会発表等  

第25回日本抗加齢医学会総会で発表予定 

 

Ｇ.知的財産権の出願・登録状況 なし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


